
   ＮＰＯ法人 にっぽん文明研究所  “ニッポン・スピリチュアルの世界”   講話会  のお知らせ 
  

そろそろ秋の風情です。１０月度講話会のお知らせです。今回は、皆さんに絶対にお聴き頂きたい

テーマです。日本の領土はすべて島で、日本国を構成するのは本土と離島に分けられます。北海道・

本州・四国・九州、そして沖縄本島の５島を本土と謂い、残りは離島です。国土交通省によると離島

数は６８４０を超えます。しかしその数は不確かかも知れません。島国の日本は、離島を抜きにし

て歴史も文化も語れません。今回、講師には、離島の振興政策に深く関わって自ら日本各地を巡り、

島の活性化のために尽力されてきた 大矢内 生気先生をお招きします。 

大矢内先生の島々での見聞や実体験は、じつに貴重です。島の地理や環境で島の文化の特性が

見られるのは当然です。島ゆえに、そこで熟成された風習や文化が、秘守性の高い祭祀や古語とし

て生きています。大矢内先生は日本各地の島々に残された伝承や因習に触れ、離島から本土を見

据えます。独立しようとした島、徐福伝説の島、洗骨や風葬の島、特異な墓相など島の話題は尽きま

せん。大矢内先生のお話しは興味が尽きず面白いので、今回は先生お一人の講話会となりました。

繰り返しですが、お聴き頂きたい講話会にお出でください。（ 奈良 泰秀  ） 

 
  
     
◆ 「国と島  -  離島の文化と歴史-」◆     

講 演：大矢内 生気  氏 
（離島政策文化フォーラム  事務局長）   

（おおやうち せいき） 全国離島振興協議会事務局次長、（財）日本離島センター

において季刊「しま」編集長など歴任し、離島の振興政策に長くかかわる。民

俗学者宮本常一氏の著作集『宮本常一離島論集』等の刊行に尽力。日本各地の

島々をめぐり、国境の最前線でもある島の活性化のため活動中。    

○ 日 時  ：  平成２６年１０月１１日（土） ６：００ｐ.ｍ～８：３０ｐ.ｍ  （ ５：３０ｐ.ｍ 開場  ） 

○ 会 場   ：  高円寺 氷川神社 ( 〒166-0003 東京都杉並区高円寺南４-４４-１９   高円寺駅南口  ２分  ) 

○ 入場料      ：   ￥２,０００円  学生（高校・大学生）：￥１,５００円 （＊定員締切り ）         

“ニッポン・スピリチュアルの世界”  講話会（１０月度） 参加申込み  （Ｆａｘ送信用） 
 
＊ご参加の場合は下記にご記入の上、ファックスかメール、電話でご連絡ください。  （担当：事務局・藤田） 

 
Ｆax：送信先  045-491-7461 e-mail：info@nippon-bunmei.jp   Ｔｅｌ：045-481-9361 

             【＊ 締切り＝２６年１０月８日（水） ＊定員になり次第 締切ります 】 

ご芳名：                                  （      歳） 

ご住所：                                            

お電話：                                           

ご職業：                                           

＊ 入場料：当日お支払いです。ご予約後のキャンセルはしないでください。 

 


